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ス の 在り方に関する研究

ラ
ー

ニ ン グ ・コ モ ン ズの フ ァ シ リテ ィ マ ネジメ ン ト研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 正 会員　　　○原　郭 二 ＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 同　　　　 加藤　彰
一＊＊

大学図書館　　　　　　　コ モ ン ス ペ ー
ス 　　PBL

ラ
ー

ニ ン グ ・コ モ ン ズ 　 　FM 　 　 　 　 　 電子 ジ ャ
ーナル

AbstractUniversity

　Libraries　 face　great　 environmental 　 chamges ，　 and

new 　leaming　facilities，　 namely 　
“leaming　commons

，

”
are

considered 　to　be　 Dne 　 of 　facility　 counter 　 measures ．　 This　 study

deals　With　features　of　common 　space 　by　focusing　on　PBL ，

probletn　based　learning．

1，研 究の 背景 と 目的

　 国 立 大 学 の と りま く環 境 が 大 き く変化 し て い る。大学

環境 で は、大 学 の 法 人 化 、18 歳 人 口 の 減少 、第 三 者 評価

に よ る 競争原 理 政策の 導入 、大 学図 書館 の 環境にお い て

は 、情報化社会に お ける 学習形態 の 変化、学生 が 求 め る

能力 の 変化、大学の 教育シ ス テ ム の 変化、電子 ジ ャ
ーナ

ル の 普及 など、大学図書館 が求 め られ る機能 は 多様化 し

て きて い る と い える。そ し て、大学図書館 に求 め られ る

機 能 と実 際 に提 供 され る機能 の 間 に は 格差が生 じて きて

い る 。 さ ら に、大学図書館 は 学生 の キ ャ ン パ ス 内 の 学習

空間 ・居場所 として も重要な施設 として の 議論 もあ り、

今後 、従 来 の 図 書館機能 に加 え て 充実 した場所 の 提案 も

必 要 に な っ て き て い る。

　 こ れ ら か ら本 研 究 で は 、学生 や大学 か ら求 め られ る 機

能 と、実際の 計画 との 隔 た り をな く し、新 しい 学習空 間

や 居 場 所 を提 案す る こ とで 今後 の 良好 な学習環 境 につ い

て の 可 能性 を 探 り、今後に役 立 て る こ とを目的 とす る。

2 ．研 究方法

　 研 究 方法 は 文 献 な ど を用 い て 大学図 書館 の 利用者 の 変

化、電子 ジ ャ
ーナ ル やデータベ ース サービ ス の 導入 状況 、

大学図書館 の 取 り巻 く現状 に つ い て 調査 し、把 握す る 。

そ の 後、大学図書館 の 学術情報基盤 とし て の 機能や建 築

的空 間 の 意義 を 整理 す る。そ して、す で に 大学図書館 の

情報化 に 対応 して き て い る米 国 に お い て の 展 開 に つ い て

把握す る。以 上 の 現状か ら考察 し、今 後 の 建築的視点 に

お い て 、日本 の 大 学 図 書 館 の 在 り方 に つ い て 知 見 を 得 る。

3 ．大学図書 館 の 基 本 的役割 と状 況 変 化

　 大 学図書館 は 、大 学 本 来 の 目的 で あ る 高等教育 と学術

研究活動を支 え る 重要 な学術情報基 盤 で あ り、大学 に お

い て 行われ る 教育、研究 に 関わ る学術情報 の 収集、蓄積、

組織化 が行われ 、蓄積 され た 学術情報 は、公 開 され る こ

とに よ り社 会 の 共 有財産 とな る。こ れ らの 学術情報 の 活

用に よ っ て 、大学は よ り
一

層の教育研 究活 動 を促進す る。

こ の 知 の サイ クル に よ り、大 学 の 教育研 究 活 動 を
一

層活

性化す る とい う役割 が ある。

4 −1．電子 化 の普及 状況

　電 子 ジ ャ
ーナ ル の 普及 、所蔵 資料 の デ ジ タル 化 等 、学

術情報流通 にお ける電子 化に つ い て は 、こ の 15 年程度の

間に 急速 に 進展 し つ つ あ る。国立 大学図書館協会 の 大学

に お け る 電 子 ジ ャ
ーナ ル の 利 用 の 現 状 に つ い て の 調 査に

よ れ ば 、大 学 図 書 館 に お け る 電 子 ジ ャ
ーナ ル の 総 購 読 タ

イ トル 数 は 57、平成 15 年度 にお い て は全 大 学で 延 べ 85

万 タイ トル 、国立大学 で は 1大学当た り約 4，goe タ イ トル 、

最 多 で 14，000 タイ トル に達 し て い る 大学 もあ る。
4 −2 ．大 学教育シ ス テ 厶 の 変化

　大学 の 法人化や第三 者評価 によ る競争原理政策 の 導入

な ど に よ り、大学 は 自学 の 教育 シ ス テ ム の 特色化 ・個性

化 に 努 め て お り、そ れ に 伴 う教育施 設 の 充実 は 課題 とな

っ て い る。そ し て 、大 学 に よ っ て は 講義型 の 授 業 だ け で

は な くPBL （Problem−Based　Leaming）等 の 学 生 が 自主 的 に

学習 、体 験 す る 学 習 の 形 式 が 広 が りつ つ あ り、こ れ らに

必 要 なハ
ード と ソ フ トの 充実 も 課 題 と な っ て い る 。

PB

L は 問題 解決 能 力 の 向 上 と して   自主 的 に 学習 し続 け る

資 質 の 向 上。  技量 と知 識 を 個人 か ら全体に 還 元 す る コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力の 向上 。   人間 と して 円熟す る た

め に 自己 反省 能 力 の 獲 得 。 な どの 能 力 を 獲 得 で き る教育

方法 と して 医 学部を中心 に世界中で行われ始 めて い る。

4 −3 ．学 生 の 学習 認 識の 変化

　祉会全般 に お い て も働 く上 で 求 め られ る能力も変化 し

て きて お り、それ に 伴 い 学生 が 求 め る身 につ けた い 能力

に も変化 が 表れ て き て い る。プ レ ゼ ン テー
シ ョ ン 能 力、

理 論的能力、コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 能力 な ど講義や 自主学

習以外 で 体験 ・学習す る能力が求 め られ て きて い る。

5 ．大学図書館の 新た な展開

5 −1．イ ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン／ラ
ー

ニ ン グ ・
コ モ ン ズ

　 イ ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン ・コ モ ン ズ （以下 IC ）は こ れ ま で

の 図書館や情報 セ ン タ
ー

とは 異な り、  電 子 資料   コ ン

ピ ュ
ー

タ 資源 と情報ネ ッ トワ
ー

ク   広 い 机 ・作業場所な

ど の 使 い 勝手 の よい 環 境 を整備 したもの で あ る。図書館、

学 習
・研 究 室 とい っ た 機 能 を 統合 し、学生の 学 習 ・研 究

活動 を 向上 させ る こ とを 目的に提 唱 され た モ デル で あ る 。

　 ラ
ー

ニ ン グ ・
コ モ ン ズ （以下 LC ）は、　 IC を さ ら に展

開 し て 、学 生 の 主 体 的な 学習活 動 を 重 視 し 、学生 が 自 主

的 に 問題解決 を行 い ，自分 の 知見を加 え て 発信す る と い

う学習 活 動 全般 を 支援す る た め の 施 設 と サービ ス ・資料
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を提供す るモ デ ル で ある。これ ら の 呼 称 は大 学 の 整 備 目

的、図書館環境などに よ り様 々 で あ り、次項の 5 −2 に 示

す事例 に加 え、リサーチ ・コ モ ン ズ （UCLA ＞と呼 ばれ

て い る事例もあ る 。

5 −2 ．事例概要

（1）エ モ リー大学 コ ッ クス ホール

　エ モ リー大学は 1836 年 に設立 され、全 米有数 の 医 学大

学院、経営大学院を有 し、質の 高い 研究 に カ を入 れ っ っ 、

学部教育 に も非常 に カを入 れ て お り、研 究 ・教育の 両方

に お い て 質 を重 視 し て い る 大学で あ る 。
コ ッ ク ス ホ

ー
ル

の 構 成 要 素 は 、Space（施 設 ・設 備 ）、Stock（資 料）、
Staff（職 員 ）とな っ て い る施 設 ・

設備 と し て は ま ず、通 常の

閲覧席 よ り も広 い テ
ーブ ル や 作業場 所 、コ ン ピ ュ

ータ資

源 とネ ッ ト ワ
ー

ク 環境、必 要 な 資料 群 な どが あ る （図 1 ）。
カ フ ェ やラウン ジ などの 社交的な施設。そ して 、グル ー

プ学習室やプ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 室 （図 2 ）。移動 可 能 な パ

ー
テ ィ シ ョ ン 等 に よ る フ レ キ シ ブル な 空 間な ど が付設さ

れ て い る こ と もあ る 。 資料 と して は、従来図書館 で 所蔵

し て い た印刷資料 の ほ か、電子 ジ ャ
ー

ナ ル ・電 子 ブ ッ ク、

電子 辞書 ・デ
ー

タベ ー
ス な どの 電 子 資料 を利 用 可能 とす

る。ま た、これ ら の 施 設 ・
設備 と資料 を 十分に 活用す る

た め の 人 的な支援サービ ス は 不 可 欠 とな っ て い る 。

図1 ワークス ・ス テ ーション 図 2 プレゼンテ
ー

ション 室

（2 ）マ サ チ ュ
ーセ ッ ツ 大学ア マ ース ト校デュ ボア図 書館

　　　　　　　　　　　　　 ス タ デ ィ ポ ッ ド と 呼 ば れ

　 て い る 1 台の PC に 1〜3 席、

　　6 席 の テ
ーブ ル を

一
組 と し

、

　 用 途 に 応 じ て 使 い 分 が 可 能

　 （図 3 ）。ま た 、技 術支援デ

　 ス ク 、レ フ ァ レ ン ス ・研 究

　　 図3 ス タディポッド　　 　 支援 デ ス ク な ど の サ ービ ス

を して い るだ けで なく、学内 の 他組織 との 連携 に よ る 学

習な ど の 指導 ・ア ドバ イ ス を 行 うコ
ー一ナーな ど を設置 し、

多岐に わた る学生の 学習支援活 動 を行 っ て い る 。

5・3 ．分 析と考察

　 IC ！LC の 主 な特徴 は次 の よ うなもの が 考え られ る。

（1 ）学 生 の 学習 に 必 要な情報資源や情報技 術 関連 設 備 と

活 用 能力 を育成す る た め の サ ポートの 統合的な提供。
（2 ）図書館職員 に よる レ フ ァ レ ン ス サービ ス 、教員 に よ

る 情報 リテ ラ シ ー教育等 に よ る情報 技 術 活 用 支援 、学 生

の 学習相 談 等 の サ
ー

ビ ス を集 約 化。

（3 ）大学図書館が学部 ・研 究科、情報 連 携基盤 セ ン タ
ー
や

情報メ デ ィ ア 教育セ ン ター等 学 内 の 教 育 ・情報施 設 との 連

携 ・協力を強化 し、大学 の 教育課 程 へ の 関与。
（4 ）グル

ー
プ ・プ レ ゼ ン テー

シ ョ ン 、授業、PBL 等様 々

な 学習形 態 に 対応 した ス ペ ー
ス と必要な設備 、ツール 、情

報資源 の 統合的な提供。

（5 ）学術機関 リポ ジ トリな どの デ ジ タル
・

コ ン テ ン ツ と印

刷体の 図 書館 資料 を シ
ーム レ ス に活用 で きる能力を効果 的

に育成する場 の 提供。

　 PBL を取 り入 れた教育現 場 で は学生 同士 の 討論 を行 う

こ との で き る設 備 、必 要 な資料や文献、ま た学習 が よ り良

くなる よ うな ア ドバ イ ス な どを効率的 に入 手 で きる こ と は

非 常に有 益 に な っ て くる。こ れ らか ら、大学 図書館に LC

を設 置 す る こ とで 解決 し よ うとす る事例 は増 えて きて い る

と考 え られ る e

6 ．学習環境 に 配 慮すべ き要 素

  目的行 為 ： 行 為 者 の 人 数、属 性 ・行為 の 種類等 に よ り、
座席間 の 距 離、広 さや 形 状、レ イ ア ウ ト、サービ ス は 配

慮すべ き要素で あ り、計画時 に は重 要 に な っ て く る。

  諸空間 ： 大学図書館 に は 自学自習 か ら生 産 活動 と行動

の 違い に よ り作業 ス ペ ース に違 い が あ り、均等配 列 の 閲

覧室だけで な く柔軟な教育環境 を提供す る た め に は、フ

レ キ シ ブル な レ イ ア ウ トに 対応 し た 机やパ ー
テ ィ シ ョ ン

などを用い た 空 間は 有効で あ る と考 え る。
  空間の ゾーニ ン グ ： PBL 等 を行 う上 で、他行為者 と

の 関係 を コ ン トロ ール す る空間構成、分節化 は 不 可 欠 で

ある。諸 室 の 設 置 や 書架 の 配 列 な ど は 熟慮 が 必 要 で あ る 。

  教 育 シ ス テ 厶 ： PBL を 取 り 入 れ た 授業等 、 用 途 目的

と教育シ ス テ ム に 適 応 し た サービ ス に は 多 様 な機 能 と柔

軟性 に長 けた 施設提供 が 必 要 に なっ て く る。
7 ．ま とめ

　大学図書館 の 在 り方つ い て は各 大 学 の 附 属 図 書館 が 実

例を踏 まえ議論を講 じて い る の が 現状 で ある。事例 で 行

われ て い た対 応 は、PBL への 応用 の 可 能性 を実践 した
一

つ の モ デル で あ る と考 え られ る。こ の よ うな 環 境 を提

供 す る こ と は 教育環境を整 え る だけ で は な く、PBL を

行 っ て い く中で 研究 も発展 して い く とい う展 望 もあ る。

　現 在 は、多様化 し た機能 を 配 置 す る た め に ス ペ ー
ス を

分 断 す る こ と に よ っ て 可 能 に して い る が、平面計画や ゾ

ー
ニ ン グ 手 法 と し て は よ り最 適 な 方 法 が あ りそ うで あ る。

今後 は、建築学的 な視 点 で は 図書館空 間 の もつ 社会的 ・

相 互 作用的性格 を、最大化 し て ゆ くた め の 施設 ・設 備 を

整備 して い く こ とが 必 要 に なっ て くる と考 え られ る。
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